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(54)【発明の名称】 電子内視鏡の電気コネクタの防水キャップ

(57)【要約】
【課題】洗浄消毒時に電気コネクタ内への水分の浸入の
可能性を大幅に低減させた信頼性の高い電子内視鏡の電
気コネクタの防水キャップを提供すること。
【解決手段】電気コネクタ７の接続筒７１の基部と防水
キャップ１０のキャップ部材１１との間をシールする第
１のシール部材２１と、接続筒７１の開口部とキャップ
部材１１との間をシールする第２のシール部材２２とを
設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】ビデオプロセッサに電気的に接続される接
点群が接続筒内に配置された電子内視鏡の電気コネクタ
に対して着脱自在な防水キャップであって、
上記接続筒を囲む状態に取り付けられるキャップ部材
と、上記接続筒の基部と上記キャップ部材との間をシー
ルする第１のシール部材と、上記接続筒の開口部と上記
キャップ部材との間をシールする第２のシール部材とを
有することを特徴とする電子内視鏡の電気コネクタの防
水キャップ。
【請求項２】上記第１のシール部材と第２のシール部材
とが、相対的に遊動可能な部材に分かれて装着されてい
る請求項１記載の電子内視鏡の電気コネクタの防水キャ
ップ。
【請求項３】上記第１のシール部材が上記キャップ部材
に直接装着され、上記第２のシール部材が、上記キャッ
プ部材内に遊装された蓋状部材に装着されている請求項
２記載の電子内視鏡の電気コネクタの防水キャップ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、電子内視鏡の電
気コネクタに対し洗浄消毒時に取り付けられる防水キャ
ップに関する。
【０００２】
【従来の技術】ビデオプロセッサとの間で電気信号を導
通させるために電子内視鏡に設けられた電気コネクタ
は、一般に、ビデオプロセッサに電気的に接続される接
点群が、ビデオプロセッサに機械的に接続される接続筒
内に配置された構成になっている。
【０００３】内視鏡使用後の洗浄消毒時にそのような接
点群が濡れないように電気コネクタに取り付けられる防
水キャップには、接続筒の基部とキャップ部材との間を
シールするＯリングが装着されていて、接続筒内への水
分の浸入を防止している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
接続筒の基部とキャップ部材との間にＯリングを装着し
ただけの構成では、Ｏリングに何らかの不具合が生じて
シール性が低下した場合に、電気コネクタ内に水分が浸
入して、接点群のリークや接触不良等の電気的な故障が
発生する原因になる場合がある。
【０００５】そこで本発明は、洗浄消毒時に電気コネク
タ内への水分の浸入の可能性を大幅に低減させた信頼性
の高い電子内視鏡の電気コネクタの防水キャップを提供
することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の電子内視鏡の電気コネクタの防水キャップ
は、ビデオプロセッサに電気的に接続される接点群が接
続筒内に配置された電子内視鏡の電気コネクタに対して
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着脱自在な防水キャップであって、接続筒を囲む状態に
取り付けられるキャップ部材と、接続筒の基部とキャッ
プ部材との間をシールする第１のシール部材と、接続筒
の開口部とキャップ部材との間をシールする第２のシー
ル部材とを有するものである。
【０００７】なお、第１のシール部材と第２のシール部
材とが、相対的に遊動可能な部材に分かれて装着されて
いると、各シール部材が各々均等に潰され、その場合、
第１のシール部材がキャップ部材に直接装着され、第２
のシール部材が、キャップ部材内に遊装された蓋状部材
に装着されていてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は電子内視鏡の全体構成を示しており、
挿入部１の先端に内蔵された固体撮像素子２によって内
視鏡観察像が撮像される。
【０００９】挿入部１の基端が連結された操作部３から
延出する可撓性連結管４の先端には、図示されていない
ビデオプロセッサに対して接続されるコネクタ５が設け
られている。
【００１０】コネクタ５には、光源ランプから照明光を
受けるライトガイドコネクタ部６と、ビデオプロセッサ
との間で電気信号を導通させるための電気コネクタ部７
とが設けられている。
【００１１】電気コネクタ部７は、ビデオプロセッサに
電気的に接続される接点群が、ビデオプロセッサに機械
的に接続される接続筒７１内に配置された構成になって
おり、使用後の洗浄消毒時には防水キャップ１０が被せ
られる。
【００１２】図３は防水キャップ１０を示しており、接
続筒７１を密封する状態に囲むためのキャップ部材１１
は、金属又は硬質のプラスチック等を素材としていて、
一端側だけが開口形成されている。
【００１３】キャップ部材１１の内側に沿って固定され
た無底筒状のガイド筒１２には、接続筒７１の外周面に
突設されたガイドピン７２が係合するＬ字状のガイド溝
１３が形成されている。
【００１４】ガイド筒１２は、外方からねじ込まれた小
ネジ１４によってキャップ部材１１に固定されている
が、そのネジ孔は有底であり、また小ネジ１４を挟んで
一対のＯリング１５，１６がキャップ部材１１とガイド
筒１２との嵌合部に装着されているので、小ネジ１４部
分から防水キャップ１０内への水分の浸入はない。
【００１５】キャップ部材１１内の底部には、蓋状部材
１７が配置されている。蓋状部材１７は、キャップ部材
１１の底面の径より僅かに小さな円盤状部１７ａから、
接続筒７１に緩く内接する大きさの円筒状部１７ｂが突
設された形状に形成されている。
【００１６】そして、円盤状部１７ａがガイド筒１２と
キャップ部材１１との間に遊びをもって挟まれているの
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で、蓋状部材１７全体がキャップ部材１１内において径
方向及び軸線方向に各々僅かに遊動可能に配置された状
態になっている。
【００１７】このように構成された防水キャップ１０
の、キャップ部材１１の口元近傍の内周面に形成された
円周溝には、電気コネクタ部７の基部外周面に密接して
弾力的に潰される第１のＯリング２１（第１のシール部
材）が装着されている。
【００１８】また、蓋状部材１７の円筒状部１７ｂの外
周面に形成された円周溝には、電気コネクタ部７の開口
部内周面に密接して弾力的に潰される第２のＯリング２
２（第２のシール部材）が装着されている。
【００１９】図４は、上述のように構成された防水キャ
ップ１０を電気コネクタ部７に取り付ける際の状態を示
しており、キャップ部材１１の外面に形成された指標１
９を接続筒７１の外周面に突設された指標ピン７３に対
して位置合わせをし、ガイドピン７２をガイド溝１３に
係合させて防水キャップ１０を電気コネクタ部７に被せ
ていく。
【００２０】図５は、防水キャップ１０が電気コネクタ
部７に完全に被せられた状態を示しており、図１はその
状態の断面図である。このように防水キャップ１０が電
気コネクタ部７に被せられると、防水キャップ１０と電
気コネクタ部７との間が第１のＯリング２１と第２のＯ
リング２２によって、接続筒７１の基部近傍と開口部近
傍の二箇所でシールされる。
【００２１】その際に、第２のＯリング２２が装着され
ている蓋状部材１７がキャップ部材１１に対して遊動可
能なので、第１のＯリング２１と第２のＯリング２２と
が各々均等に歪みなく潰れて各々において良好なシール
性が得られる。
【００２２】したがって、第１のＯリング２１と第２の
Ｏリング２２の双方が同時に破損するなど、極めて確率
の低い偶然のアクシデントが発生しない限り、外部から*
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*電気コネクタ部７内へ水分が浸入せず、電気コネクタ部
７内の接点群のリークや接触不良が発生しない。
【００２３】
【発明の効果】本発明によれば、電気コネクタの接続筒
の基部と防水キャップのキャップ部材との間をシールす
る第１のシール部材と、接続筒の開口部とキャップ部材
との間をシールする第２のシール部材とを防水キャップ
に設けたので、第１と第２のシール部材の双方が同時に
破損するなど、極めて確率の低い偶然のアクシデントが
発生しない限り、洗浄消毒時に外部から電気コネクタ内
に水分が浸入せず、シール機能上高い信頼性を確保する
ことができる。
【００２４】そして、第１のシール部材と第２のシール
部材とを、相対的に遊動可能な部材に分けて装着するこ
とにより、第１と第２のシール部材が各々均等に歪みな
く潰されて、各々において良好なシール性が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の電気コネクタ部に防水キャッ
プが取り付けられた状態の半断面図である。
【図２】本発明の実施例の電子内視鏡の全体構成を示す
外観図である。
【図３】本発明の実施例の防水キャップの半断面図であ
る。
【図４】本発明の実施例の電気コネクタ部に防水キャッ
プが取り付けられる直前の状態の斜視図である。
【図５】本発明の実施例の電気コネクタ部に防水キャッ
プが取り付けられた状態の斜視図である。
【符号の説明】
７  電気コネクタ部（電気コネクタ）
１０  防水キャップ
１１  キャップ部材
１７  蓋状部材
２１，２２  Ｏリング（シール部材）
７１  接続筒

【図３】 【図５】
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